



































天井画は 153 枚の板に描かれている。それぞれの板の大きさは 90cm 四
方であるが、それは一枚板からではなく、原則、3 枚の横長板片から成る。
153 枚は、縦 17 枚、横 9 枚の列で教会の身廊部天井（長さ 17.2m、幅








































と 65、136 と 137 は 1971
年の修復の際に、図像学的理
由から入れ替えられている。




を除く 44 枚（このうち 11
枚はコピー）は海洋をあらわ
す（図 2 では、2-8、10-24、
26–32、34–48）。 陸 の 周 囲
を形成するこれら 44 枚、つ
まり 44 の区画では、下半分
1 2 3 4 5 6 7 8 9
48 49 50 51 52 53 54 55 10
47 56 57 58 59 60 61 62 11
46 63 64 65 66 67 68 69 12
45 70 71 72 73 74 75 76 13
44 77 78 79 80 81 82 83 14
43 84 85 86 87 88 89 90 15
42 91 92 93 94 95 96 97 16
41 98 99 100 101 102 103 104 17
40 105 106 107 108 109 110 111 18
39 112 113 114 115 116 117 118 19
38 119 120 121 122 123 124 125 20
37 126 127 128 129 130 131 132 21
36 133 134 135 136 137 138 139 22
35 140 141 142 143 144 145 146 23
34 147 148 149 150 151 152 153 24













四隅の 1（図 9）、9、25、33 に置かれているのは、海の世界には属さな







う ち 49 か ら 146 ま で の
98 枚は聖書の内容を、そ
して 147 から 153 までの
7 枚は教会の守護聖人であ
図 4　上段左から区画 145, 146, 23






















ティン14）（150、図 5 上段中央）が表現される。最後の 3 区画は、アーチの
図 6　区画 49
図 5　上段左から区画 149, 150, 151
　下段左から区画 30, 29, 28
86
下の聖マルティン（151、図 5 上段右）に、王の姿で現れた悪魔（152、図











へ、縦列 17 区画、横列 9 区画の整然とした規則性をもった秩序で組み込ま
れている。それを視覚的に明瞭にしているのは、またまた装飾文様が描かれ
た枠取りである。しかし、すでに多くの解説書で知られているように、天井




















































































































描く場面が 3 区画（10、11、12）ある。そのうち区画 10（図 3）では、二
人の漁師が漁をしており、網の中には 3 匹、その外には 2 匹の魚が見える。
魚の数は異なるが、この場面を上記のヨハネ福音書の物語に関連させること
もできる。勿論、福音書にはキリスト復活後の漁以外の記述が他にも二箇所
ある（マルコ福音書 1 章 16 節：ガリラヤの海辺、ルカ福音書 5 章 6 節：ゲ
ネサレ湖畔）。しかし全体の図像プログラムの観点から言えば、これら福音
書箇所は説得性を欠くように思われる。29）区画 11 は、ヨナ書 1 章 3 節、ヨ
ナが主の前を離れてタルシシ行の船に乗り込む場面と解釈されている。区画
12 は断片で、船の一部のみが見える。これまで出された仮説として、区画




ら海に投げ入れられたヨナ（1 章 15 節）、三つめは三日三夜魚の腹の中にい








































天使である。このうち 2 区画（25 と 33）はオリジナル（1 と 9）に基づい
たコピーだが、オリジナルには翼の横に文字記入がある。1 は南風 auster（図







か。マタイ福音書（4 章 3–11 節）によれば、一度目に悪魔は「石がパンに
なるよう命じてみよ」と言い、二度目（図 10 左）には「宮の頂上から飛び
図 9　区画 1










































































































































































画数 153（横列 9 ×縦列 17）は、キリスト復活後の漁での魚の数（ヨハネ






の 1、5、3 を足せば 9（3 × 3）、あるいは六角数 1、5、9、13、17、21、
25、29、33 の和は 153 で、その際 33 は 9 番目の数字である。また 153






まず 17 を基礎に 17 × 3 × 3 と分解できるし、1 から 17 までを加えあわ
せても 153 になる（1 ＋ 2 ＋ 3…＋ 17）。また 50 を基礎とし、それに 3 を





る。それは 17 の被加数 10 がモーセの十戒を、7 が聖霊の七つの賜物を意
味するからである。50）しかしベーダによれば、ノアの方舟が 17 日目に完成
されたことから、17 はキリストの受肉としても理解される。その際 17 が
含む 10 は戒律ばかりでなく永遠の生命をも意味する。それはマタイ福音書
20 章 1–16 節で語られる天国の譬えに由来し、ぶどう園の労働者に支払わ





のだろうか。ここで注意を喚起したいのは横列 9、縦列 17 という配列であ
る。90cm 四方のすべて同じ大きさの区画でこのような配列をとったのはそ
れなりの理由があったと思われる。異なる大きさの区画で 3 × 51 という配
列も考えられなくはないからである。全体構成と表現の仕方からしてもっと
も適当であるということ以外に、9 × 17 という配列の仕方には何か象徴的














横列 9、縦列 17 の配列をもっとも明確化するのは天井画に浮き上がる十




る 17 が縦軸を構成する。また永遠性、永遠の生命を象徴する縦軸が 17 の
区画から成ることも、17 という数が含む意味、永遠の生命と一致する。そ
の際、永遠の生命は海洋の悪をも支配して得られる。これに対し、十字架横
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The Hidden Symbolism of Life and Death
on the Painted Ceiling in Zillis 
(Switzerland, Graubünden)
by Keiko SUZUKI
The church of St. Martin in Zillis, located near the Viamala road over the 
Alps, has a painted ceiling that dates from the beginning of the 12th century. 
The paintings are on 153 wooden panels. They are arranged in horizontal 
rows of 9 panels each, and vertical columns each containing 17 panels. The 
design of the paintings gives an idea of “land surrounded by the sea”, almost 
like a map of the world. However, this “world” shows the life of Christ 
according to the New Testament and some scenes from the legend of St. 
Martin. Fabulous animals and mythical ocean people fill the sea.
In the center of the paintings a cross is formed by the decorative frame, 
and the cross extends into the area of the sea both vertically and horizontally. 
The cross is a symbol of the Resurrection, which is overcoming Death, 
and it rules over the area of the sea which denotes chaos, evil, and Death. 
In the center of the cross Christ is represented as the King who conquers 
the temptations of the Devil. St. Martin follows Christ in a scene where St. 
Martin vanquishes the Devil. The pictures show an example of conduct not 
only for the people who crossed the dangerous alpine passes, but also were 
intended for the influential people of the Holy Roman Empire.
The paintings teach people how to attain Eternal Life by overcoming 
evil. It is not only the paintings themselves, but also the number and arrange-
ment of the panels that play an important role in the symbolism of the art-
work. 17 panels form the vertical axis of the cross. This number constitutes 
the base of the entire 153 panels, as the collective sum of the numbers 1 to 
17 is 153 (1+2+3…15+16+17=153). According to the number symbolism of 
the Middle Ages, the number 17 means Eternal Life. Thus it can be said that 
the paintings include a hidden symbolism of “Life and Death”.
